
(57)【要約】

【課題】簡単かつ容易に、しかも極めて迅速に仏具を使

用位置と収納位置に移動して便利に使用する。

【解決手段】仏壇は、前面を開口して、両側を側板４で

、底を底板５で、上を上板６で閉塞している台座２を備

える。台座２の前面開口部７には、開口部を閉塞できる

ように回転自在に前蓋３を設けている。この前蓋３は、

左右の中央部分を回転中心として水平面内で回転できる

ように、軸受９を介して台座２に連結している。さらに

、前蓋３の裏面には、仏具Ｂを使用できる姿勢で載置で

きる仏具棚８を設けている。前蓋３は、裏面を台座２の

前面に位置させる姿勢と、裏面を台座２の内部に移動さ

せる姿勢とに回転されて、裏面を台座２の前面に位置さ

せる姿勢で、仏具棚８の仏具Ｂを台座２の外部に表出し

、裏面を台座２の内部に移動させる姿勢で仏具棚８の仏

具Ｂを台座２内に収納する。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 面 を 開 口 し て い る 前 面 開 口 部 （ ７ ） に 、 開 口 部 を 閉 塞 で き る よ う に 回 転 自 在 に 前 蓋 （ ３
） を 設 け て お り 、 こ の 前 蓋 （ ３ ） は 左 右 の 中 央 部 分 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面 内 で 回 転 で き
る よ う に 軸 受 （ ９ ） を 介 し て 仏 壇 に 連 結 さ れ て お り 、 さ ら に 前 蓋 （ ３ ） の 裏 面 に は 、 仏 具
（ Ｂ ） を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 （ ８ ） を 設 け て お り 、
前 蓋 （ ３ ） が 裏 面 を 仏 壇 の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 と 、 裏 面 を 仏 壇 の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢
と に 回 転 さ れ 、 裏 面 を 仏 壇 の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 で 、 仏 具 棚 （ ８ ） の 仏 具 （ Ｂ ） を 仏 壇
の 外 部 に 表 出 し 、 裏 面 を 仏 壇 の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 で 仏 具 棚 （ ８ ） の 仏 具 （ Ｂ ） を 仏 壇
内 に 収 納 す る よ う に し て な る 仏 壇 。
【 請 求 項 ２ 】
仏 壇 が 、 本 体 （ １ ） と こ の 本 体 （ １ ） を 載 せ て い る 台 座 （ ２ ） と を 備 え 、 台 座 （ ２ ） は 、
前 面 を 開 口 し て 、 両 側 を 側 板 （ ４ ） で 底 を 底 板 （ ５ ） で 上 を 上 板 （ ６ ） で 閉 塞 し て お り 、
こ の 台 座 （ ２ ） の 前 面 開 口 部 （ ７ ） に 、 開 口 部 を 閉 塞 で き る よ う に 回 転 自 在 に 前 蓋 （ ３ ）
を 設 け て お り 、 こ の 前 蓋 （ ３ ） は 左 右 の 中 央 部 分 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面 内 で 回 転 で き る
よ う に 軸 受 （ ９ ） を 介 し て 台 座 （ ２ ） に 連 結 さ れ て お り 、 さ ら に 前 蓋 （ ３ ） の 裏 面 に は 、
仏 具 （ Ｂ ） を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 （ ８ ） を 設 け て お り 、
前 蓋 （ ３ ） が 裏 面 を 台 座 （ ２ ） の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 と 、 裏 面 を 台 座 （ ２ ） の 内 部 に 移
動 さ せ る 姿 勢 と に 回 転 さ れ 、 裏 面 を 台 座 （ ２ ） の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 で 、 仏 具 棚 （ ８ ）
の 仏 具 （ Ｂ ） を 台 座 （ ２ ） の 外 部 に 表 出 し 、 裏 面 を 台 座 （ ２ ） の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 で
仏 具 棚 （ ８ ） の 仏 具 （ Ｂ ） を 台 座 （ ２ ） 内 に 収 納 す る よ う に し て な る 仏 壇 。
【 請 求 項 ３ 】
前 蓋 （ ３ ） の 裏 面 に 複 数 段 の 仏 具 棚 （ ８ ） を 設 け て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ る 仏 壇
。
【 請 求 項 ４ 】
仏 具 棚 （ ８ ） が 前 蓋 （ ３ ） の 下 部 に 設 け て い る 多 段 棚 （ ２ ２ ） を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 さ
れ る 仏 壇 。
【 請 求 項 ５ 】
仏 具 棚 （ ８ ） が 前 蓋 （ ３ ） の 上 下 の ほ ぼ 中 央 部 に 設 け て い る 上 棚 （ ２ ０ ） と 、 こ の 上 棚 （
２ ０ ） の 下 方 に 設 け て い る 多 段 棚 （ ２ ２ ） と を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ る 仏 壇 。
【 請 求 項 ６ 】
軸 受 （ ９ ） が 、 前 蓋 （ ３ ） の 上 縁 と 下 縁 に 固 定 し て い る 回 転 軸 （ １ ０ ） と 、 こ の 回 転 軸 （
１ ０ ） を 回 転 で き る よ う に 支 持 す る 軸 孔 （ １ １ ） と か ら な り 、 前 蓋 （ ３ ） の 回 転 軸 （ １ ０
） を 仏 壇 又 は 台 座 （ ２ ） の 軸 孔 （ １ １ ） に 入 れ て 前 蓋 （ ３ ） を 回 転 で き る よ う に 仏 壇 又 は
台 座 （ ２ ） に 連 結 し て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ る 仏 壇 。
【 請 求 項 ７ 】
回 転 軸 （ １ ０ ） の 周 囲 で あ っ て 、 前 蓋 （ ３ ） と 仏 壇 、 又 は 前 蓋 （ ３ ） と 台 座 （ ２ ） と の 間
に 複 数 の ボ ー ル （ １ ６ ） を 所 定 の 間 隔 で 配 設 し て い る 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ る 仏 壇 。
【 請 求 項 ８ 】
仏 壇 又 は 台 座 （ ２ ） の 内 部 で あ っ て 、 回 転 さ れ る 前 蓋 （ ３ ） と 仏 具 棚 （ ８ ） と が 接 触 し な
い 位 置 に 内 部 棚 （ ２ ３ ） を 設 け て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ る 仏 壇 。
【 請 求 項 ９ 】
台 座 （ ２ ） の 上 に 脱 着 で き る よ う に 仏 壇 の 本 体 （ １ ） を 載 せ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ る
仏 壇 。
【 請 求 項 １ ０ 】
台 座 （ ２ ） が 上 の 仏 壇 の 本 体 （ １ ） と 一 体 構 造 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ る 仏 壇 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 仏 壇 の 改 良 に 関 し 、 と く に 仏 具 の 収 納 と 配 列 と を 簡 単 に で き る 仏 壇 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
仏 壇 に は 多 数 の 仏 具 が 一 緒 に 使 用 さ れ る 。 仏 具 は 、 仏 壇 本 体 の 内 部 に 置 い て 使 用 さ れ 、 さ
ら に 仏 壇 の 外 部 に お い て も 使 用 さ れ る 。 仏 壇 の 外 部 で 使 用 さ れ る 仏 具 は 、 仏 壇 の 前 に 棚 を
設 け て こ こ に 置 か れ る 。 仏 壇 の 外 部 で 使 用 さ れ る 仏 具 は 、 使 用 し な い と き に 収 納 さ れ る 。
こ れ 等 の 仏 具 は 、 た と え ば 仏 壇 の 下 部 に 設 け て い る 台 座 に 設 け た 収 納 部 に 収 納 さ れ る 。 台
座 の 収 納 部 は 、 前 面 の 開 口 部 に 引 き 違 い 戸 を 開 閉 で き る よ う に し て い る 。 引 き 違 い 戸 は 、
収 納 部 の 前 面 の み を 開 口 す る の で 、 奥 に 収 納 す る の が 難 し く 、 現 実 に 出 し 入 れ で き る 領 域
が 狭 く な る 。 台 座 は 極 め て 奥 行 き が 深 い の で 、 前 部 の み に 収 納 す る と 実 質 的 に 使 用 で き る
領 域 が 極 め て 狭 く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 弊 害 を 解 消 す る た め に 、 台 座 に 水 平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 外 箱 を 設 け 、 こ の 外 箱 の
前 後 に 引 き 違 い 戸 を 設 け た 仏 壇 が 開 発 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 仏 壇 は 、 図 １
に 示 す よ う に 、 台 座 ３ ０ の 四 隅 に 柱 ３ １ を 設 け て 柱 ３ １ の 間 を 開 口 し て い る 。 外 箱 ３ ２ は
、 柱 ３ １ の 内 側 で 回 転 で き る 幅 と 奥 行 き に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － ２ ２ ０ ６ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 １ に 示 す 仏 壇 は 、 外 箱 ３ ２ の 前 後 を 開 口 し て こ の 開 口 部 に 引 き 違 い 戸 ３ ３ を 設 け て お り
、 前 後 を 反 転 し て 両 方 の 引 き 違 い 戸 ３ ３ を 開 い て 仏 具 を 出 し 入 れ で き る 。 こ の た め 、 外 箱
の 前 後 に 仏 具 を 便 利 に 出 し 入 れ で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 構 造 の 仏 壇 は 、 従 来 の 仏 壇 と
同 じ よ う に 、 仏 具 を 使 用 す る と き に は 仏 具 を 外 箱 か ら 出 し て 所 定 の 位 置 に 配 置 し 、 仏 具 を
使 用 し な い と き に は 、 外 箱 の 引 き 違 い 戸 を 開 い て 、 仏 具 を 台 座 に 設 け て い る 外 箱 に 収 納 す
る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 仏 具 を 使 用 す る と き と 、 使 用 し な い と き に 、 外 箱 に 出 し 入 れ す
る の に 手 間 が か か る 欠 点 が あ る 。 さ ら に 、 外 箱 の 前 後 を 開 口 し て 、 こ こ に 引 き 違 い 戸 を 設
け て い る の で 、 外 箱 の 前 後 の 近 傍 に は 仏 具 を 便 利 に 出 し 入 れ で き る が 、 外 箱 の 中 央 部 分 に
は 仏 具 を 便 利 に 出 し 入 れ で き な い 。 と く に 、 仏 壇 の 台 座 は 奥 行 き が 相 当 に 深 い の で 、 外 箱
の 前 後 を 開 口 し て も 、 中 央 部 分 に は 仏 具 を 便 利 に 出 し 入 れ で き な い 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 さ ら に こ の よ う な 欠 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 に 開 発 さ れ た も の で あ る 。 本 発 明
の 重 要 な 目 的 は 、 仏 具 を 使 用 位 置 に 取 り 出 し た り 、 あ る い は 収 納 位 置 に 収 納 す る こ と な く
、 簡 単 か つ 容 易 に 、 し か も 極 め て 迅 速 に 使 用 位 置 と 収 納 位 置 に 移 動 し て 便 利 に 使 用 で き る
仏 壇 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ の 仏 壇 は 、 前 面 を 開 口 し て い る 前 面 開 口 部 ７ に 、 開 口 部 を 閉 塞 で き る よ
う に 回 転 自 在 に 前 蓋 ３ を 設 け て い る 。 こ の 前 蓋 ３ は 、 左 右 の 中 央 部 分 を 回 転 中 心 と し て 水
平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 軸 受 ９ を 介 し て 仏 壇 に 連 結 し て い る 。 さ ら に 、 前 蓋 ３ の 裏 面 に
は 、 仏 具 Ｂ を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 ８ を 設 け て い る 。 前 蓋 ３ は 、 裏 面 を 仏 壇
の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 と 、 裏 面 を 仏 壇 の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 と に 回 転 さ れ て 、 裏 面 を
仏 壇 の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 で 、 仏 具 棚 ８ の 仏 具 Ｂ を 仏 壇 の 外 部 に 表 出 し 、 裏 面 を 仏 壇 の
内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 で 仏 具 棚 ８ の 仏 具 Ｂ を 仏 壇 内 に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ の 仏 壇 は 、 本 体 １ と こ の 本 体 １ を 載 せ て い る 台 座 ２ と を 備 え る 。 台 座 ２
は 、 前 面 を 開 口 し て 、 両 側 を 側 板 ４ で 、 底 を 底 板 ５ で 、 上 を 上 板 ６ で 閉 塞 し て お り 、 前 面
開 口 部 ７ に 、 開 口 部 を 閉 塞 で き る よ う に 回 転 自 在 に 前 蓋 ３ を 設 け て い る 。 こ の 前 蓋 ３ は 、
左 右 の 中 央 部 分 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 軸 受 ９ を 介 し て 台 座 ２ に 連
結 し て い る 。 さ ら に 、 前 蓋 ３ の 裏 面 に は 、 仏 具 Ｂ を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 ８
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を 設 け て い る 。 前 蓋 ３ は 、 裏 面 を 台 座 ２ の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 と 、 裏 面 を 台 座 ２ の 内 部
に 移 動 さ せ る 姿 勢 と に 回 転 さ れ て 、 裏 面 を 台 座 ２ の 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 で 、 仏 具 棚 ８ の
仏 具 Ｂ を 台 座 ２ の 外 部 に 表 出 し 、 裏 面 を 台 座 ２ の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 で 仏 具 棚 ８ の 仏 具
Ｂ を 台 座 ２ 内 に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 蓋 ３ は 、 裏 面 に 複 数 段 の 仏 具 棚 ８ を 備 え る こ と が で き る 。 仏 壇 の 前 面 開 口 部 ７ に 連 結 さ
れ る 前 蓋 ３ は 、 仏 具 棚 ８ と し て 、 前 蓋 ３ の 下 部 に 設 け て い る 多 段 棚 ２ ２ を 備 え る こ と が で
き る 。 台 座 ２ の 前 面 開 口 部 ７ に 連 結 さ れ る 前 蓋 ３ は 、 仏 具 棚 ８ と し て 、 前 蓋 ３ の 上 下 の ほ
ぼ 中 央 部 に 設 け た 上 棚 ２ ０ と 、 こ の 上 棚 ２ ０ の 下 方 に 設 け た 多 段 棚 ２ ２ と を 備 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
軸 受 ９ は 、 前 蓋 ３ の 上 縁 と 下 縁 に 固 定 し て い る 回 転 軸 １ ０ と 、 こ の 回 転 軸 １ ０ を 回 転 で き
る よ う に 支 持 す る 軸 孔 １ １ と で 構 成 し 、 前 蓋 ３ の 回 転 軸 １ ０ を 仏 壇 又 は 台 座 ２ の 軸 孔 １ １
に 入 れ て 前 蓋 ３ を 回 転 で き る よ う に 仏 壇 又 は 台 座 ２ に 連 結 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 軸
受 ９ は 、 回 転 軸 １ ０ の 周 囲 で あ っ て 、 前 蓋 ３ と 仏 壇 、 又 は 前 蓋 ３ と 台 座 ２ と の 間 に 複 数 の
ボ ー ル １ ６ を 所 定 の 間 隔 で 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 仏 壇 は 、 仏 壇 又 は 台 座 ２ の 内 部 で あ っ て 、 回 転 さ れ る 前 蓋 ３ と 仏 具 棚 ８
と が 接 触 し な い 位 置 に 内 部 棚 ２ ３ を 設 け る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 仏 壇 は 、 台 座
２ の 上 に 脱 着 で き る よ う に 仏 壇 の 本 体 １ を 載 せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 仏 壇 は
、 台 座 ２ を 、 そ の 上 の 仏 壇 の 本 体 １ と 一 体 構 造 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 以 下 に 示 す 実 施 例 は 、 本 発 明
の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 仏 壇 を 例 示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 は 仏 壇 を 下 記 の も の
に 特 定 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 こ の 明 細 書 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 理 解 し 易 い よ う に 、 実 施 例 に 示 さ れ る 部 材 に 対
応 す る 番 号 を 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 の 欄 」 、 お よ び 「 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 の 欄 」 に 示
さ れ る 部 材 に 付 記 し て い る 。 た だ 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 さ れ る 部 材 を 、 実 施 例 の 部 材 に 特
定 す る も の で は 決 し て な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ と 図 ３ に 示 す 仏 壇 は 、 台 座 ２ と 、 こ の 台 座 ２ の 上 に あ る 仏 壇 の 本 体 １ と か ら な る 。 仏
壇 の 本 体 １ は 、 仏 壇 の 本 体 １ と 別 に 製 作 さ れ た 台 座 ２ の 上 に 脱 着 で き る よ う に 載 せ て お り
、 あ る い は 台 座 ２ と 一 体 構 造 と し て 分 離 で き な い よ う に し て い る 。 仏 壇 の 本 体 １ は 、 種 々
の 宗 派 の 適 し た 形 態 に 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
台 座 ２ は 、 前 面 を 開 口 し て 、 両 側 を 側 板 ４ で 、 底 を 底 板 ５ で 、 上 を 上 板 ６ で 閉 塞 し て い る
。 仏 壇 の 本 体 １ と 台 座 ２ を 一 体 構 造 と す る 仏 壇 は 、 仏 壇 の 本 体 １ の 底 板 を 台 座 ２ の 上 板 ６
に 併 用 す る 。 台 座 ２ は 、 前 面 開 口 部 ７ に 水 平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 前 蓋 ３ を 設 け て い る
。 前 蓋 ３ は 、 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 で き る よ う に 、 そ の 外 形 を 台 座 ２ の 前 面 開 口 部 ７ の 内 形
に ほ ぼ 等 し く 、 正 確 に は わ ず か に 小 さ く し て い る 。 前 蓋 ３ は 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、
左 右 の 中 央 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 軸 受 ９ を 介 し て 台 座 ２ に 連 結 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ は 、 前 蓋 ３ を 回 転 で き る よ う に 台 座 ２ に 連 結 す る 軸 受 ９ を 示 す 。 こ の 図 の 軸 受 ９ は 、
前 蓋 ３ の 上 縁 と 下 縁 に 固 定 さ れ る 回 転 軸 １ ０ と 、 台 座 ２ に 設 け ら れ て こ の 回 転 軸 １ ０ を 回
転 で き る よ う に 支 持 す る 軸 孔 １ １ か ら な る 。 回 転 軸 １ ０ は 、 こ れ に 直 交 す る 固 定 片 １ ２ を
固 定 し て い る 。 回 転 軸 １ ０ は 、 固 定 片 １ ２ を 貫 通 し て お り 、 貫 通 部 分 が 溶 接 さ れ て 固 定 片
１ ２ に 固 定 さ れ る 。 固 定 片 １ ２ は 、 前 蓋 ３ の 上 縁 面 又 は 下 縁 面 に ね じ 込 ま れ る 止 ネ ジ １ ３
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を 貫 通 さ せ る ネ ジ 孔 １ ２ Ａ を 有 し 、 こ の ネ ジ 孔 １ ２ Ａ に 止 ネ ジ １ ３ を ね じ 込 ん で 、 固 定 片
１ ２ を 前 蓋 ３ に 固 定 し て い る 。 回 転 軸 １ ０ は 、 固 定 片 １ ２ の 一 方 に 突 出 し て い る 一 端 部 を
、 前 蓋 ３ に 設 け て い る 連 結 孔 １ ４ に 挿 入 し 、 他 端 部 を 台 座 ２ に 設 け て い る 軸 孔 １ １ に 挿 入
し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
台 座 ２ は 、 回 転 軸 １ ０ を 回 転 で き る よ う に 挿 入 し て 支 持 す る 軸 孔 １ １ を 設 け て い る 。 軸 孔
１ １ は 、 台 座 ２ に 垂 直 方 向 に 延 長 し て 設 け ら れ る 。 軸 孔 １ １ は 、 台 座 ２ に 垂 直 孔 を 開 け て
設 け る こ と が で き 、 あ る い は 、 こ の 垂 直 孔 に 金 属 筒 や プ ラ ス チ ッ ク 筒 の 支 持 筒 １ ５ を 固 定
し て 設 け る こ と が で き 。 支 持 筒 １ ５ を 固 定 す る 構 造 は 、 回 転 軸 １ ０ を ス ム ー ズ に 回 転 で き
る と 共 に 、 軸 孔 １ １ の 変 形 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 図 ５ の 軸 受 ９ は 、 回 転 軸 １ ０ の 周 囲 で あ っ て 、 前 蓋 ３ と 台 座 ２ と の 間 に 複 数 の ボ
ー ル １ ６ を 所 定 の 間 隔 で 配 設 し て い る 。 ボ ー ル １ ６ は 、 ホ ル ダ ー １ ７ で 所 定 の 位 置 に 配 設
さ れ る 。 ホ ル ダ ー １ ７ は 、 ボ ー ル １ ６ を 回 転 で き る が 抜 け な い よ う に 保 持 す る 貫 通 孔 １ ７
Ａ を 所 定 の ピ ッ チ で 設 け て お り 、 こ の 貫 通 孔 １ ７ Ａ に ボ ー ル １ ６ を 入 れ て い る 。 さ ら に 、
図 の 軸 受 ９ は 、 ボ ー ル １ ６ を よ り ス ム ー ズ に 転 動 さ せ る た め に 、 す な わ ち 前 蓋 ３ を ス ム ー
ズ に 回 転 さ せ る た め に 、 ボ ー ル １ ６ の 上 下 に リ ン グ プ レ ー ト １ ８ を 配 設 し て い る 。 リ ン グ
プ レ ー ト １ ８ は 、 中 心 孔 １ ８ Ａ に 回 転 軸 １ ０ を 挿 通 し て 、 抜 け な い よ う に 回 転 軸 １ ０ に 連
結 し て い る 。 こ の 構 造 に よ る と 、 前 蓋 ３ を 極 め て ス ム ー ズ に 回 転 で き る 。 と く に 、 前 蓋 ３
の 荷 重 を リ ン グ プ レ ー ト １ ８ と ボ ー ル １ ６ で 支 持 し な が ら 前 蓋 ３ を 回 転 で き る の で 、 前 蓋
３ が 重 く な っ て も ス ム ー ズ に 回 転 で き る 。 ボ ー ル １ ６ は 、 前 蓋 ３ の 下 側 に の み 設 け る こ と
が で き る 。 前 蓋 ３ の 下 に 配 設 さ れ る ボ ー ル １ ６ が 前 蓋 ３ の 荷 重 を 支 持 し て ス ム ー ズ に 回 転
さ せ る か ら で あ る 。 た だ 、 前 蓋 の 上 下 に ボ ー ル を 配 設 し て 、 前 蓋 を ス ム ー ズ に 回 転 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の 軸 受 ９ は 、 前 蓋 ３ の 上 下 縁 に 回 転 軸 １ ０ を 設 け て 、 こ の 回 転 軸 １ ０ を 支 承 す る 軸 孔
１ １ を 台 座 ２ に 設 け て い る 。 た だ 、 軸 受 は 、 図 示 し な い が 、 前 蓋 の 上 下 端 に 軸 孔 を 設 け て
、 こ の 軸 孔 に 挿 入 す る 回 転 軸 を 台 座 の 上 板 と 底 板 に 設 け る こ と も で き る 。 さ ら に 、 軸 受 は
、 前 蓋 の 下 縁 に 回 転 軸 を 、 上 縁 に 軸 孔 を 設 け て 、 台 座 の 底 板 に 軸 孔 を 、 上 板 に 回 転 軸 を 設
け る こ と も 、 こ れ と は 反 対 に 、 前 蓋 の 上 縁 に 回 転 軸 を 、 下 縁 に 軸 孔 を 設 け て 、 台 座 の 上 板
に 軸 孔 を 、 底 板 に 回 転 軸 を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 蓋 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に そ の 裏 面 に 、 仏 具 Ｂ を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 ８
を 設 け て い る 。 こ の 図 の 仏 壇 は 、 前 蓋 ３ の 裏 面 に 複 数 段 の 仏 具 棚 ８ を 設 け て い る 。 図 の 前
蓋 ３ に 設 け て い る 仏 具 棚 ８ は 、 前 蓋 ３ の 上 下 の ほ ぼ 中 央 部 に 設 け て い る 上 棚 ２ ０ と 、 前 蓋
３ の 下 部 に 設 け て い る 下 棚 ２ １ と 、 上 棚 ２ ０ の 下 方 で 下 棚 ２ １ の 上 方 に 設 け て い る 多 段 棚
２ ２ と を 有 す る 。 図 の 前 蓋 ３ は 、 多 段 棚 ２ ２ を 前 蓋 ３ の 一 方 の 側 部 、 図 ２ お い て 左 半 分 に
設 け て い る 。 多 段 棚 ２ ２ を 設 け な い 右 側 は 、 大 き な 木 魚 や 輪 な ど を 下 棚 ２ １ に 載 置 で き る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 台 座 ２ は 、 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 蓋 ３ の 裏 面 を 台 座 ２ の 前 面 と す る 姿 勢 と 、 裏
面 を 台 座 ２ の 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 と に 前 蓋 ３ を 回 転 さ せ る 。 仏 具 Ｂ を 使 用 す る と き は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 裏 面 を 前 面 と す る 姿 勢 に 前 蓋 ３ を 回 転 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 前 蓋 ３ の
仏 具 棚 ８ に 載 せ た 仏 具 Ｂ を 台 座 ２ の 外 部 に 表 出 で き る 。 仏 具 Ｂ を 収 納 す る と き は 、 前 蓋 ３
を １ ８ ０ 度 回 転 さ せ て 、 前 蓋 ３ の 裏 面 を 台 座 ２ の 内 部 に 移 動 さ せ る 。 こ の 姿 勢 で 、 仏 具 棚
８ の 仏 具 Ｂ は 、 台 座 ２ の 内 部 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 図 ６ の 水 平 断 面 図 に 示 す 台 座 ２ は 、 台 座 ２ の 内 部 に 内 部 棚 ２ ３ を 設 け て い る 。 こ
の 内 部 棚 ２ ３ は 、 前 蓋 ３ の 回 転 を 阻 害 し な い よ う に 、 回 転 さ れ る 前 蓋 ３ と 仏 具 棚 ８ と が 接
触 し な い 位 置 、 す な わ ち 台 座 ２ の 奥 部 に 設 け ら れ る 。 内 部 棚 ２ ３ に は 、 前 蓋 ３ を 図 の 鎖 線
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で 示 す 位 置 、 す な わ ち 前 蓋 ３ が 台 座 ２ の 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 し な い 位 置 と し て 、 仏 具 等 を
出 し 入 れ で き る 。 前 蓋 ３ が 台 座 ２ の 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 し な い 位 置 は 、 た と え ば 完 全 に 前
面 開 口 部 ７ を 閉 塞 す る 姿 勢 か ら 約 ９ ０ 度 回 転 さ せ る 姿 勢 で あ る 。 内 部 に 内 部 棚 ２ ３ を 設 け
て い る 台 座 ２ は 、 頻 繁 に は 使 用 し な い 仏 具 等 の 収 納 に 便 利 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 仏 壇 は 、 図 ７ な い し 図 ９ に 示 す 構 造 と す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 図 に
示 す 仏 壇 は 、 仏 壇 の 前 面 を 開 口 し て い る 前 面 開 口 部 ７ に 、 開 口 部 を 閉 塞 で き る よ う に 回 転
自 在 に 前 蓋 ３ を 設 け て い る 。 仏 壇 は 、 前 面 開 口 部 ７ の 両 側 を 側 板 ２ ４ で 、 下 を 下 板 ２ ５ で
、 上 を 上 板 ２ ６ で 閉 塞 し て い る 。 図 に 示 す 仏 壇 は 、 下 部 に 収 納 部 ４ ０ を 設 け て い る の で 、
こ の 収 納 部 ４ ０ を 除 く 前 面 に 前 面 開 口 部 ７ を 設 け て い る 。 た だ 、 仏 壇 は 、 収 納 部 を 設 け る
こ と な く 、 前 面 の ほ ぼ 全 面 を 前 面 開 口 部 と し て 前 蓋 を 配 設 す る こ と も で き る 。 収 納 部 ４ ０
の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
仏 壇 は 、 前 面 開 口 部 ７ に 水 平 面 内 で 回 転 で き る よ う に 前 蓋 ３ を 設 け て い る 。 こ の 前 蓋 ３ は
、 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 で き る よ う に 、 そ の 外 形 を 仏 壇 の 前 面 開 口 部 ７ の 内 形 に ほ ぼ 等 し く
、 正 確 に は わ ず か に 小 さ く し て い る 。 前 蓋 ３ は 、 左 右 の 中 央 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面 内 で
回 転 で き る よ う に 、 軸 受 ９ を 介 し て 仏 壇 に 連 結 し て い る 。 軸 受 ９ に は 、 前 述 の 図 ５ に 示 す
構 造 の も の が 使 用 で き る 。 前 蓋 ３ は 、 上 下 の 端 縁 が 軸 受 ９ を 介 し て 仏 壇 の 下 板 ２ ５ と 上 板
２ ６ に 連 結 さ れ る 。 図 の 前 蓋 ３ は 、 垂 直 板 ３ Ａ の 上 下 端 に 水 平 板 ３ Ｂ を 固 定 し て お り 、 上
下 の 水 平 板 ３ Ｂ が 仏 壇 の 下 板 ２ ５ と 上 板 ２ ６ と に 平 行 の 姿 勢 と な る よ う に 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 蓋 ３ は 、 図 ８ と 図 ９ に 示 す よ う に 、 裏 面 の 中 央 部 か ら 上 部 に か け て の 壁 面 を 、 掛 け 軸 や
ご 本 尊 、 写 真 等 の 崇 拝 物 Ｓ を 配 置 で き る 掲 示 面 １ ９ と し 、 裏 面 の 下 部 に 仏 具 Ｂ を 使 用 で き
る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 ８ を 設 け て い る 。 こ の 前 蓋 ３ は 、 裏 面 の 下 部 に 複 数 段 の 仏 具 棚
８ を 設 け て い る 。 図 の 仏 具 棚 ８ は 、 上 下 ２ 段 か ら な る 多 段 棚 ２ ２ を 有 す る 。 こ れ ら の 多 段
棚 ２ ２ は 、 間 に 配 設 さ れ た ２ 本 の 柱 ２ ８ を 介 し て 、 互 い に 平 行 な 姿 勢 で 所 定 の 間 隔 に 固 定
さ れ て い る 。 上 下 ２ 段 の 多 段 棚 ２ ２ は 、 下 側 の 棚 を 上 側 の 棚 よ り も 前 方 に 突 出 さ せ て 段 差
を 設 け て い る 。 こ の よ う に 、 段 差 の あ る 多 段 棚 ２ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 背 の 高 い 仏 具
等 で あ っ て も 他 の 棚 に 接 触 す る こ と な く 載 置 で き る 特 長 が あ る 。 た だ 、 多 段 棚 は 、 必 ず し
も 上 下 ２ 段 と す る 必 要 は な く 、 ３ 段 以 上 と す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 多 段 棚 は 、 必 ず し
も 全 て に 段 差 を 設 け る 必 要 は な く 、 た と え ば 、 ３ 段 以 上 の 多 段 棚 に お い て は 、 最 下 段 の 棚
を 上 側 の 棚 よ り も 前 方 に 突 出 さ せ て 、 上 側 の 棚 の 突 出 量 を 等 し く す る こ と も で き る 。 さ ら
に 、 図 に 示 す 前 蓋 ３ は 、 裏 面 の 上 端 部 で あ っ て 、 水 平 板 ３ Ｂ の 前 面 に 装 飾 板 ２ ９ を 固 定 し
て 外 観 を 良 く し て い る 。 さ ら に 、 前 蓋 の 裏 面 は 、 宗 派 に 適 し た 最 適 な 形 態 に 製 作 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 蓋 ３ は 、 図 ７ な い し 図 ９ に 示 す よ う に 、 裏 面 を 仏 壇 の 前 面 と す る 姿 勢 と 、 裏 面 を 仏 壇 の
内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 と に 回 転 さ れ る 。 仏 壇 を 使 用 す る と き は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 裏 面
を 仏 壇 の 前 面 と す る 姿 勢 に 前 蓋 ３ を 回 転 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 前 蓋 ３ の 掲 示 面 １ ９ に 掲 示
し た 崇 拝 物 Ｓ と 仏 具 棚 ８ に 載 せ た 仏 具 Ｂ と が 表 出 さ れ る 。 崇 拝 物 Ｓ と 仏 具 Ｂ と を 収 納 す る
と き は 、 前 蓋 ３ を １ ８ ０ 度 回 転 さ せ て 、 前 蓋 ３ の 裏 面 を 台 座 ２ の 内 部 に 移 動 さ せ る 。 こ の
姿 勢 で 、 仏 具 棚 ８ の 仏 具 Ｂ は 、 台 座 ２ の 内 部 に 収 納 さ れ る 。 こ の 構 造 の 仏 壇 は 、 使 用 し な
い と き に は 、 前 蓋 ３ の 前 面 で 仏 壇 の 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 し て 、 い い か え る と 裏 面 の 崇 拝 物
Ｓ や 仏 具 Ｂ 等 が 表 出 し な い 状 態 と し て 、 外 観 を よ く で き る と と も に 、 崇 拝 物 等 が 色 あ せ た
り す る の を 有 効 に 防 止 で き る 。 使 用 す る と き に は 、 前 蓋 を 反 転 し て 極 め て 簡 単 に 裏 面 の 崇
拝 物 Ｓ や 仏 具 Ｂ 等 を 表 出 で き る 。 こ の 構 造 の 仏 壇 は 、 と く に 、 全 体 の 大 き さ が 制 限 さ れ て
小 さ く 製 作 さ れ る 仏 壇 に 適 し て い る 。 全 体 の 大 き さ が 小 さ い 仏 壇 は 、 た と え ば 、 マ ン シ ョ
ン や ア パ ー ト 等 の 居 住 ス ペ ー ス が 狭 い 都 市 型 の 仏 壇 と し て 使 用 さ れ 、 あ る い は 、 ペ ッ ト 用
の 仏 壇 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-201832 A 2004.7.22



さ ら に 、 図 ９ に 示 す 仏 壇 は 、 内 部 に 内 部 棚 ２ ３ を 設 け て い る 。 こ の 内 部 棚 ２ ３ は 、 前 蓋 ３
の 回 転 を 阻 害 し な い よ う に 、 回 転 さ れ る 前 蓋 ３ の 仏 具 棚 ８ や こ の 仏 壇 棚 ８ に 載 置 し た 仏 具
Ｂ が 接 触 し な い 位 置 、 す な わ ち 仏 壇 の 奥 部 に 設 け ら れ る 。 こ の 内 部 棚 ２ ３ に は 、 前 蓋 ３ が
仏 壇 の 前 面 開 口 部 ７ を 閉 塞 し な い 位 置 、 た と え ば 前 蓋 ３ を 約 ９ ０ 度 回 転 さ せ る 姿 勢 と し て
、 仏 具 Ｂ 等 を 出 し 入 れ で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 、 図 に 示 す 仏 壇 は 、 下 部 に 収 納 部 ４ ０ を 備 え る 。 図 に 示 す 収 納 部 ４ ０ は 、 下 板 ２ ５
と 底 板 ２ ７ と の 間 に 設 け ら れ た 空 間 に 、 出 し 入 れ で き る よ う に 引 き 出 し ４ １ を 配 設 し て い
る 。 こ の 引 き 出 し ４ １ は 、 内 部 に 仏 具 Ｂ 等 を 収 納 す る 状 態 で 収 納 部 ４ ０ に 出 し 入 れ し て 便
利 に 使 用 で き る 。 さ ら に 、 図 ９ に 示 す 引 き 出 し ４ ０ は 、 上 面 開 口 部 を 閉 塞 蓋 ４ ２ で 閉 塞 し
て い る 。 こ の 構 造 の 引 き 出 し ４ ０ は 、 仏 壇 か ら 引 き 出 し た 状 態 で 閉 塞 蓋 ４ ２ の 上 面 に 仏 具
Ｂ 等 を 載 せ て 、 仏 具 棚 と し て 使 用 で き る 特 長 が あ る 。 仏 具 Ｂ を 収 納 す る と き に は 、 閉 塞 蓋
４ ２ を 外 し て 内 部 に 収 納 し 、 引 き 出 し ４ １ を 仏 壇 の 収 納 部 ４ ０ に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 仏 壇 は 、 仏 具 を 使 用 す る と き に 前 蓋 を １ ８ ０ 度 回 転 し て 、 複 数 の 仏 具 を 一 緒 に 使
用 位 置 に 配 置 す る こ と が で き 、 ま た 仏 具 を 使 用 し な い と き に は 、 前 蓋 を １ ８ ０ 度 回 転 し て
、 全 て の 仏 具 を 一 緒 に 収 納 で き る 。 こ の た め 、 仏 具 を 使 用 す る と き に 台 座 か ら 取 り 出 し て
所 定 の 位 置 に 配 置 す る 必 要 が な く 、 ま た 使 用 し な い と き に は 、 多 数 の 仏 具 を 台 座 内 等 の 収
納 位 置 に 収 納 す る 必 要 が な い 。 こ の た め 、 簡 単 か つ 容 易 に 、 し か も 極 め て 迅 速 に 仏 具 を 使
用 位 置 と 収 納 位 置 に 移 動 し て 、 非 常 に 便 利 に 使 用 で き る 特 長 が あ る 。 そ れ は 、 本 発 明 の 仏
壇 が 、 仏 壇 又 は 台 座 の 前 面 開 口 部 に 、 水 平 面 内 で 回 転 で き る 前 蓋 を 設 け 、 こ の 前 蓋 の 裏 面
に 、 仏 具 を 使 用 で き る 姿 勢 で 載 置 で き る 仏 具 棚 を 設 け て お り 、 前 蓋 を 裏 面 が 前 面 に 位 置 す
る 姿 勢 と 、 裏 面 が 内 部 に 移 動 す る 位 置 と に 回 転 し て 、 裏 面 を 前 面 に 位 置 さ せ る 姿 勢 で は 、
仏 具 棚 の 仏 具 を 外 部 に 表 出 し 、 裏 面 を 内 部 に 移 動 さ せ る 姿 勢 で は 仏 具 棚 の 仏 具 を 内 部 に 収
納 す る よ う に し て い る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 仏 壇 の 台 座 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 仏 壇 で あ っ て 仏 具 を 使 用 す る 状 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 仏 壇 で あ っ て 仏 具 を 収 納 す る 状 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 仏 壇 の 台 座 の 垂 直 断 面 図 で あ っ て 図 ６ の Ａ － Ａ 線 断 面 に 相 当 す る 図
【 図 ５ 】 台 座 と 前 蓋 と の 連 結 構 造 を 示 す 一 部 拡 大 断 面 図
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す 台 座 の Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に か か る 仏 壇 の 正 面 図
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 仏 壇 の 前 蓋 を 反 転 し た 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す 仏 壇 の 垂 直 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 本 体
２ … 台 座
３ … 前 蓋 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ Ａ … 垂 直 板 　 　 　 　 　 　 ３ Ｂ … 水 平 板
４ … 側 板
５ … 底 板
６ … 上 板
７ … 前 面 開 口 部
８ … 仏 具 棚
９ … 軸 受
１ ０ … 回 転 軸
１ １ … 軸 孔
１ ２ … 固 定 片 　 　 　 　 　 　 １ ２ Ａ … ネ ジ 孔
１ ３ … 止 ネ ジ

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-201832 A 2004.7.22



１ ４ … 連 結 孔
１ ５ … 支 持 筒
１ ６ … ボ ー ル
１ ７ … ホ ル ダ ー 　 　 　 　 　 １ ７ Ａ … 貫 通 孔
１ ８ … リ ン グ プ レ ー ト 　 　 １ ８ Ａ … 中 心 孔
１ ９ … 掲 示 面
２ ０ … 上 棚
２ １ … 下 棚
２ ２ … 多 段 棚
２ ３ … 内 部 棚
２ ４ … 側 板
２ ５ … 下 板
２ ６ … 上 板
２ ７ … 底 板
２ ８ … 柱
２ ９ … 装 飾 板
３ ０ … 台 座
３ １ … 柱
３ ２ … 外 箱
３ ３ … 引 き 違 い 戸
４ ０ … 収 納 部
４ １ … 引 き 出 し
４ ２ … 閉 塞 蓋
Ｂ … 仏 具
Ｓ … 崇 拝 物
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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